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田尻町総務部企画人権課

田尻町まち・ひと・しごと創生総合戦略

進捗状況及び効果検証調書



総合戦略進捗状況及び効果検証調書

基本目標 数値目標

【ひと】
1．若者の人口流入を確保
し、地元定着を促進する

■25歳から39歳までの転入
超過数5年間で50人

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

25歳から39歳までの転入超過数 ： △25人
空家等利活用等実績 ： 0件

25歳から39歳までの転入超過数 ： △49人
空家等利活用等実績 ： 0件

25歳から39歳までの転入超過数 ： △29人
空家等利活用等実績 ： 0件

25歳から39歳までの転入超過数 ： △12人
空家等利活用等実績 ： 0件

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

〇シティプロモーション事業は、次年度以降に具体策を検討す
る。

〇町民税10％減税の実施　（約4,000万円の減税）

〇三世代同居・近居助成実績 　13件
　 三世代同居・近居助成について、住宅金融支援機構と連携
し、住宅ローン「フラット35」の金利引き下げを引き続き実施し
た。

〇転入・定住促進助成　20件
　 銀行と連携し、転入・定住促進及び親元近居住宅ローンの
取扱いを引き続き実施した。

＊空家等の活用・流通促進：一般社団法人大阪府宅地建物取
引業協会泉州支部と「田尻町空家等の利活用に関する相談業
務等に係る協定書」を締結。相談会実施を予定していたが、新
型コロナ感染関係で未実施。

〇シティプロモーション事業は、次年度以降に具体策を検討す
る。

〇町民税10％減税の実施　（約4,400万円の減税）

〇三世代同居・近居助成実績 　5件
　 三世代同居・近居助成について、住宅金融支援機構と連携
し、住宅ローン「フラット35」の金利引き下げを引き続き実施し
た。

〇転入・定住促進助成　22件
　 銀行と連携し、転入・定住促進及び親元近居住宅ローンの
取扱いを引き続き実施した。

＊空家相談会　1回
　空家撤去費補助　5件
　空家撤去略式代執行　1件

〇シティプロモーション事業は、次年度以降に具体策を検討す
る。（ＳＮＳ利用）

〇町民税10％減税の実施　（約4,400万円の減税）

〇三世代同居・近居助成実績 　7件
　 三世代同居・近居助成について、住宅金融支援機構と連携
し、住宅ローン「フラット35」の金利引き下げを引き続き実施し
た。

〇転入・定住促進助成　16件
＊空家相談会を年4回予定していたが、申込者なし。
    空家撤去費補助　5件

〇シティプロモーション事業について、令和６年度からＳＮＳを
活用した取組を実施する。

〇町民税10％減税の実施　（約4,500万円の減税）

〇三世代同居・近居助成実績 　4件
　 三世代同居・近居助成について、住宅金融支援機構と連携
し、住宅ローン「フラット35」の金利引き下げを引き続き実施し
た。

〇転入・定住促進助成　17件

○奨学金返還支援
　令和６年４月からの制度開始に向け、制度設計や要綱制定、
広報周知などに取り組んだ。

＊空家相談会を年3回予定(内1回は大阪府によるイベントにて
実施)していたが、申込者なし。
     空家撤去費補助　3件

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果
検証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

ふるさと納税実績 ： 479件 ふるさと納税実績 ： 1,701件 ふるさと納税実績 ： 1,469件 ふるさと納税実績 ：1,139件

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

○ふるさと納税返礼品の追加（金芽米等）
　ふるさと納税実績　479件、12,269,000円

＊ふるさと納税者に対する個別メール配信等の検討を行っ
た。転出者の施設利用の優遇については、次年度以降に検討
する。

○ふるさと納税返礼品の追加（氷温熟成牛等）及びポータルサ
イト（楽天）の追加
　ふるさと納税実績　1,701件、37,756,400円

＊ふるさと納税者に対する個別メール配信等の検討を引き続
き行った。転出者の施設利用の優遇については、次年度以降
に検討する。

○ふるさと納税返礼品の追加（ホテルベイガルズ宿泊等）及び
ポータルサイトの修正
　ふるさと納税実績　1,469件、46,073,200円

＊ふるさと納税者に対する個別メール配信等の検討を引き続
き行った。転出者の施設利用の優遇については、次年度以降
に検討する。

○ふるさと納税返礼品の追加（金野タオル等）及びポータルサ
イトの修正
　ふるさと納税実績　1,139件、26,181,100円

＊ふるさと納税者に対する個別メール配信等の検討を引き続
き行った。転出者の施設利用の優遇については、次年度以降
に検討する。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果
検証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

田尻町に継続的に多様な形
で関わる「関係人口」の創
出・拡大

＊転出者と町のつながりづく
り

ふるさと納税実績
　　100件　⇒　200件

（１）基本方向

・若い世代の転入が概ね泉州地域から生じており、また日常生活圏も泉州地域を中心にしていることから、若い世代の転入を促進するとともに、地域の特性を生かして、充実した生活を送り、住み続けられるように、地元定着を促進する。

・田尻町に継続的に多様な形で関わる「関係人口」の創出・拡大を図る。

（２）具体的な施策及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）　

転入・定住の促進

○シティプロモーションの推
進
〇税の優遇策
〇三世代同居等支援
○転入・定住促進助成
＊空家等の活用・流通促進

25歳から39歳までの転入超過数
　　⇒　5年間で 50人

空家等利活用等実績
　　⇒　5年間で　10件



総合戦略進捗状況及び効果検証調書

基本目標 数値目標

【ひと】
2．子育て環境・教育環境の整
備により、若い世代の結婚・出
産・子育ての希望をかなえる

■合計特殊出生率
　　5年後に　1.6以上

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

妊婦面接 ： 100％
乳児訪問 ： 98％
乳幼児健診受診率
・5か月児健診 ： 100％
・1歳6か月児健診 ： 99％
・3歳6か月児健診 ： 100％

妊婦面接 ： 100％
乳児訪問 ： 98％
乳幼児健診受診率
・5か月児健診 ： 98％
・1歳6か月児健診 ： 98％
・3歳6か月児健診 ： 99％

妊婦面接 ： 100％
乳児訪問 ： 100％
乳幼児健診受診率
・5か月児健診 ： 100％
・1歳6か月児健診 ： 104％
・3歳6か月児健診 ： 96.9％

妊婦面接 ： 100％
乳児訪問 ： 98％
乳幼児健診受診率
・5か月児健診 ： 100％
・1歳6か月児健診 ： 101％
・3歳6か月児健診 ： 95.8％

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

妊娠期から子育て期まで切れ目なく相談訪問等実施した。
また、不安の高まりやすい産後早期の支援も実施した。

妊娠期から子育て期まで切れ目なく相談訪問等の支援を実施した。
また、不安の高まりやすい産後早期の支援も実施した。
令和3年度より、妊娠中のセルフプランの活用を開始し、妊娠期から
の支援充実を図っている。

妊娠期から子育て期まで切れ目なく相談・訪問等の支援を実施し
た。
出産後には訪問を実施し、不安や悩みについての相談を受けるよう
につとめた。
妊娠届出時に、セルフプランの作成を保健師と行い、妊娠期からの
支援充実を図った。
R5年3月よりたじりっ子出産・子育て応援事業を開始し、一貫した伴
走型相談支援と経済的支援を実施した。

妊娠期から子育て期まで切れ目なく相談・訪問等の支援を実施し、
出産後には訪問を行い不安や悩みについての相談を受けるように
努めた。
妊娠届出時に、セルフプランの作成を保健師と行い、妊娠期から出
産後を見据えた支援の充実を図った。
たじりっ子出産・子育て応援事業では、保健師による伴走型相談支
援と経済的支援を実施した。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

保育所待機児童数 ： １人
学童保育待機児童数 ： 0人（0人）

保育所待機児童数 ： 0人
学童保育待機児童数 ： 0人（0人）

保育所待機児童数 ： 0人
学童保育待機児童数 ： 0人（0人）

認定こども園待機児童数 ： 0人
学童保育待機児童数 ： 0人（0人）

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

○こども医療費助成事業については、助成対象となる年齢（0歳から
高校卒業まで）の児童が漏れなく医療費の助成を受けられるよう、
ひとり親家庭医療費助成事業等の他事業と調整しながら、事業の
継続・周知を行った。

〇広域入所及び私立幼稚園通園児童を対象とした給食費助成金
制度を継続実施した。
　 幼稚園における一時預かり事業（幼稚園型）を継続実施した。
　 保育所・幼稚園において、ＩＣＴ環境を利用した教育（保育）の充実
や園務支援システムを利用した更なる業務の効率化を推進した。

〇学童保育については、平成28年度からの指定管理者制度での事
業実施を継続した。

○子育て支援センター事業として、引き続き一時預かり事業（一般
型）を実施した。
なお、例年、健康課と合同で開催している産後交流会及び健康課・
中学校と合同で開催している思春期体験（赤ちゃんの抱っこ体験）
については、新型コロナウィルス感染症の影響により中止した。

○キッズルームでは、引き続き保育所・幼稚園及び小学校に案内チ
ラシを配布並びにイベントの実施等を行った。

〇田尻町社会福祉協議会に事業を委託を行い、こどもの預かり、送
迎を行った。また、チラシの配布を行い、会員に対して研修等を行っ
た。

○こども医療費助成事業については、助成対象となる年齢（0歳から
高校卒業まで）の児童が漏れなく医療費の助成を受けられるよう、
ひとり親家庭医療費助成事業等の他事業と調整しながら、事業の
継続・周知を行った。

〇広域入所及び私立幼稚園通園児童を対象とした給食費助成金
制度を継続実施した。
　 幼稚園における一時預かり事業（幼稚園型）を継続実施した。
　 保育所・幼稚園において、ＩＣＴ環境を利用した教育（保育）の充実
や園務支援システムを利用した更なる業務の効率化を推進した。

〇学童保育については、平成28年度からの指定管理者制度での事
業実施を継続した。

○子育て支援センター事業として、引き続き一時預かり事業（一般
型）を実施した。
　一時預かり事業（一般型）は、一日の利用定員を3人→5人に増加
したことにより、利用者数が増加した。
　なお、例年、健康課と合同で開催している産後交流会及び健康
課・中学校と合同で開催している思春期体験（赤ちゃんの抱っこ体
験）については、新型コロナウィルス感染症の影響により中止した。

○キッズルームでは、引き続き保育所・幼稚園及び小学校に案内チ
ラシを配布並びにイベントの実施等を行った。

〇田尻町社会福祉協議会に事業を委託を行い、こどもの預かり、送
迎を行った。また、チラシの配布を行い、会員に対して研修等を行っ
た。

○こども医療費助成事業については、助成対象となる年齢（0歳から
高校卒業まで）の児童が漏れなく医療費の助成を受けられるよう、
ひとり親家庭医療費助成事業等の他事業と調整しながら、事業の
継続・周知を行った。

〇広域入所及び私立幼稚園通園児童を対象とした給食費助成金
制度を継続実施した。
　 幼稚園における一時預かり事業（幼稚園型）を継続実施した。
　 保育所・幼稚園において、ＩＣＴ環境を利用した教育（保育）の充実
や園務支援システムを利用した更なる業務の効率化を推進した。

〇学童保育については、平成28年度からの指定管理者制度での事
業実施を継続した。

○子育て支援センター事業として、引き続き一時預かり事業（一般
型）を実施した。
　また、新型コロナウィルス感染症の影響により中止していた、産後
交流会（健康課と合同）、思春期体験「赤ちゃんの抱っこ体験」（健康
課・中学校と合同）をそれぞれ再開した。

○キッズルームでは、引き続き保育所・幼稚園及び小学校に案内チ
ラシを配布並びにイベントの実施等を行った。

〇田尻町社会福祉協議会に事業を委託を行い、こどもの預かり、送
迎を行った。また、チラシの配布を行い、会員に対して研修等を行っ
た。

○こども医療費助成事業については、助成対象となる年齢（0歳から
高校卒業まで）の児童が漏れなく医療費の助成を受けられるよう、
ひとり親家庭医療費助成事業等の他事業と調整しながら、事業の
継続・周知を行った。

〇広域入所及び私立幼稚園通園児童を対象とした給食費助成金
制度を継続実施した。
　 幼稚園における一時預かり事業（幼稚園型）を継続実施した。
　 保育所・幼稚園において、ＩＣＴ環境を利用した教育（保育）の充実
や園務支援システムを利用した更なる業務の効率化を推進した。

〇学童保育については、平成28年度からの指定管理者制度での事
業実施を継続した。

○子育て支援センター事業として、引き続き、一時預かり事業（一般
型）及び産後交流会（健康課と合同）を実施した。

○キッズルームでは、引き続きこども園及び小学校に案内チラシを
配布並びにイベントの実施等を行った。

〇田尻町社会福祉協議会に事業を委託を行い、こどもの預かり、送
迎を行った。また、チラシの配布を行い、会員に対して研修等を行っ
た。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

（１）基本方向

・若い世代が家庭を持ちやすい環境づくりのため、安心して働き、出産・子育て・教育がしやすい取り組みを切れ目なく行い、子どもの健やかな成長を家庭・地域で支えていくまちづくりを進める。

・保幼小中一貫教育を推進し、特色ある教育環境を他の子育て支援施策等とあわせて、まちの魅力向上や地域の付加価値増大につなげ、子育て世代を中心とした若年世帯の定住促進をめざす。

（２）具体的な施策及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）　

母子保健の充実

○総合的不妊不育治療
助成事業
○妊婦相談
○乳児訪問事業
○乳幼児健康診査

妊婦面接
　100％　⇒　100％
乳児訪問
　100％　⇒　100％
乳幼児健診受診率
・5か月児健診
　100％　⇒　100％
・1歳6か月児健診
　 96％　⇒　100％
・3歳6か月児健診
　 94％　⇒　100％

子育て支援体制の充実

○こども医療費助成事
業
○保育事業
○放課後児童健全育成
事業
○子育て支援センター
事業
○キッズルームの運営
○ファミリーサポートセ
ンター事業

保育所待機児童数
　　5人　⇒　　0人
学童保育待機児童数
　　0人　⇒　　0人



施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

保幼小中交流行事等実施回数 ： 0回/年度
保幼小中交流行事　6回　3年度
（さまざまな小さな交流は、10回以上を超えてきている）

保幼小中交流行事　5回　4年度
（さまざまな小さな交流は、10回以上を超えてきている）

園小中交流行事　５回　R５年度
（さまざまな小さな交流は、10回以上を超えてきている）

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証を
行った。
継続

○保幼小中一貫教育の
実践
＊一貫校の導入の検討
○国際理解教育・英語
教育の実践
○ＩＣＴを活用した授業
の実践
○地域と連携した体験
学習などの特色のある
学習の推進
○学校施設の整備
＊一貫教育をめざした
施設整備の検討

まちの魅力につながる保幼小中
一貫教育の推進と教育環境の
充実

保幼小中一貫教育に対
する住民の認知度
　⇒　5年後　80％

保幼小中交流行事等実
施回数
　⇒　5回/年度

〇保幼小中の教職員による一貫教育に関する研修をオンラインに
て開催した。生徒指導担当者会議や学力向上担当者会議などの各
分野に分かれての会議は定期的に開催した。
＊地域住民や有識者による田尻町保幼小中一貫教育検討委員会
を設置し、年3回、主に教育環境について審議を行った。その中で、
施設の位置を含めた教育環境について諮問し、地域との交流を促
進するためにも、町の中心である現地建て替えが望ましいとの答申
を受けた。
　保幼小中のPTAや地域住民を対象に田尻町の取組みについての
紹介や意見交換を行った。
　令和５年４月に認定こども園への移行に備え、条例整備を行っ
た。

○ＡＬＴの保幼小中での勤務や、小学校への英語専科教員の配置、
デジタル教科書・AIドリルの活用など、英語教育の充実を図った。

○１人１台端末を活用した授業を開始。全教室に大型提示装置を
設置し、デジタル教科書やAIドリルを活用した効果的・効率的な授
業を展開している。また、コロナの影響で登校できない児童生徒へ
の支援として、オンラインによる授業の配信や会議システム「Meet」
による健康観察等を行った。

○中学校の生徒たちが役場、地域、企業と連携して、田尻町の課題
と向き合い、グループごとに「自分たちに何ができるか」という視点
で探究的な学習を行った。中学生と役場や地域方とのミーティング
は年3回実施した。

〇災害時の避難所にもなっている小中学校体育館の空調を整備し
た。
＊先進的な授業や学習の実施、個別相談ができる機能を有した教
育センターを開設するとともに、見学会を12回開催し、61名の参加
があった。

〇保幼小中の教職員と教委で構成されたメンバーによる保幼小中
一貫教育に関する会議を開催。また、生徒指導担当者会議や学力
向上担当者会議などの各分野に分かれての会議も開催。専門家に
よる支援事業・学力向上事業など、一貫した取組みを実施。
＊一貫校の導入に向け、「まちの魅力につながる保幼小中一貫教
育推進プロジェクト」推進会議を２回開催した。また、保幼小中一貫
校を踏まえた認定こども園への移行についての検討会議を開催し
た。

〇ＡＬＴの保幼小中での勤務や、小学校への英語専科教員の配置
による充実した授業を実施。

〇「ＧＩＧＡスクール構想」実現のための１人１台端末の整備及び小
中学校の校内通信ネットワークの整備を図った。
　 保幼小中一貫した情報教育の実施やＧＩＧＡスクール構想を基に
したＩＣＴ機器を活用した効果的・効率的な授業を実施。
　 租税教育モデル校として、税理士等を講師としたオンライン授業
を実施した。

〇中学生が役場・漁組との話し合いを重ね、田尻町版のSDGsを作
成した。

〇学校給食場の空調を整備し、小学校の空調を更新した。また、小
中学校体育館の空調整備に向け、実施設計を行った。
＊一貫教育をめざした施設整備の検討のための施設である「教育
センター」の実施設計を行った。

○保幼小中全教職員を対象とした保幼小中一貫教育の実践に関す
る研修会を開催した。探究学習について一貫して取り組むことがで
きるよう、中学校におけるSDGsの実践発表や「答えのない問いを考
える」をテーマにした講演会やグループ協議を行った。
＊一貫校の導入の検討について、田尻町保幼小中一貫教育検討
委員会を年2回開催し、めざす子ども像や学校種の検討・審議を
行った。めざす子ども像を「自分の価値を見出し　よりよい未来を拓
くたじりっ子」とし、このめざす子ども像をもとに各学校園の教育目標
を設定していくこととした。また、令和５年度より認定子ども園となる
ことから、これまでの保幼小中一貫教育という呼称をたじり一貫教
育へと変更した。

○ＡＬＴの保幼小中での勤務や、小学校への英語専科教員の配置、
デジタル教科書・AIドリルの活用など、英語教育の充実を図った。

○1人1台端末を効果的に活用した授業実践を公開し、スキルの向
上を図っている。グループ学習などにおいて、Google Jamboard（共
同作業に適したデジタルホワイトボード）を活用して、考えを共有し
たり、問題解決を行ったりしている。

○中学校の生徒たちが、SDGsをテーマとした地域と連携した探究
学習「SDGs TO TAJIRI」を行い、社会に参画しながら地域課題の解
決に取り組んだ。都市みどり課と連携し駅前のラッピングポストのデ
ザインを考案したり、町内の店舗と連携しSDGs弁当を調理販売した
りした。

○一貫教育施設の基本構想策定に向け、年５回建築事務所と基本
構想の策定にあたっての背景を共有したり、施設配置やボリューム
検討を行ったりした。

〇こども園、小学校、中学校が主体となり、一貫教育準備委員会を
結成し、一貫教育に対する機運の醸成、一貫教育の取組の検討を
進めることができた。
 また、こども園、小学校、中学校の教職員と一貫教育推進課による
合同検討組織を立ち上げ、月１回の定例会議において一貫教育の
取組や今後の推進方針を協同しながら進めることができた。
＊一貫校の導入の検討について、田尻町一貫教育審議会を年２回
開催し、田尻町一貫教育施設整備の基本構想に対して議論を行っ
た。また、保護者・地域・教職員を対象として、田尻町教育フォーラ
ムを開催し、新しい時代の学校施設の在り方について、学識経験者
を招聘し、ご講演いただいた。

〇国際理解教育の一環として、関西国際センターの研修参加者を
小学校に招待し、文化交流を行った。中学校では、英会話クラブを
部活動として新規に立ち上げた。

〇Google form（回答状況が速やかに集計・グラフ化されるツール）
を活用して学習のふりかえり活動を行ったり、Google Jamboard（共
同作業に適したデジタルホワイトボード）を活用して、考えを共有し
たり、問題解決を行ったりするなど、１人１台端末の日常的な利活用
が促進されている。

〇地域と連携した特色ある学習として、田尻町立小学校の５年生の
児童が田尻町漁業協同組合等と連携を図りながら、自ら課題を設
定し、課題解決に向けて取り組むことで地域の一員として社会に参
画する意識を高めることができた。

〇田尻町一貫教育施設整備に係る基本構想を10月末に策定する
ことができた。次段階である基本計画策定に向け、令和６年度業務
に向けての整理を行った。



総合戦略進捗状況及び効果検証調書

基本目標 数値目標

【まち】
3．多様な人材の活躍を推進
し、確かな地域の連携があり
安全・安心で暮らしやすいまち
をつくる

■住み続けたい意向
5年後に　　　75　％

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

地域活動助成金助成件数： 2 件
たまり場の箇所数 ： 3箇所　　（参加者数  約300人/月）

地域活動助成金助成件数： 2 件
たまり場の箇所数 ： 4箇所　　（参加者数  約400人/月）

地域活動助成金助成件数： 2 件
たまり場の箇所数 ： 5箇所　　（参加者数  1,246人/月）

地域活動助成金助成件数： １件
たまり場の箇所数 ： ６箇所　　（参加者数  2,407人/月）

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

＊「青葉のつどい」及び「親学習講座」は、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため事業を中止。

＊令和3年度より、具体策を検討する。
・広報紙へのPR記事の掲載　1回/年
・ワクワクたじりまちづくり補助金申請件数　4件、補助金交付決
定件数　2件

＊次年度以降に、具体策を検討する。

＊「青葉のつどい」は中止し、令和４年度以降に新たな事業展開
を検討する。
　「親学習講座」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため事
業を中止。

＊令和4年度より、具体策を検討する。
　広報紙へのPR記事の掲載　１回/年
　ワクワクたじりまちづくり補助金申請件数　２件、補助金交付
決定件数　２件

＊新規事業として憩いの場事業を令和3年10月から実施。
　居場所づくり事業　3箇所、なごみの里（カフェ）  １箇所（コロナ
により休止）
　憩いの場事業　　　1箇所　　合計5箇所

＊田尻町教育センターにおいて、町ＰＴＡ主催による親学習会を
開催（２回）

＊高齢者生きがい事業として、高齢障害支援課と生涯学習課の
協働で、生きがいづくりや健康づくりのための機会の提供を検
討。「たじりふれ愛大学」を令和５年度より開催することになる。
＊ボランティア活動に対するポイント制度の創設を検討。健康ポ
イントと合わせた事業として相乗効果を図る方向で令和5年度よ
り実施

＊ワクワクたじりまちづくり補助金申請件数　２件、補助金交付
決定件数　２件
　広報紙へのＰＲ記事の掲載　１回/年

＊居場所づくり事業　3箇所（延べ266人/月）
　なごみの里（カフェ）  １箇所（12人/月）
　憩いの場事業　1箇所（延べ968人/月） 　　　　合計5箇所

＊田尻町教育センターにおいて、町ＰＴＡ主催による親学習会を
開催した（２回）

＊高齢者生きがい事業として、高齢障害支援課と生涯学習課の
協働で、生きがいづくりや健康づくりのための機会の提供を検
討。たじりふれ愛大学を開校し、19人が参加した。

＊ワクワクたじりまちづくり補助金申請件数　1件、補助金交付
決定件数　１件
　広報紙へのＰＲ記事の掲載　１回/年

＊居場所づくり事業　3箇所（284人/月）
　なごみの里（カフェ）  １箇所（23人/月）
　憩いの場事業　１箇所（994人/月）
　まち愛テラス　１箇所（1,106人/月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計６箇所

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

防災士取得者数 ： 7人
防災訓練参加人数 ： 未実施
安否確認タオル掲出訓練参加世帯 ： 1,436世帯

防災士取得者数 ： 10人
防災訓練参加人数 ：   82名
安否確認タオル掲出訓練参加世帯 ：1,567 世帯

防災士取得者数 ： ９人
総合防災訓練参加人数 ：   約500名、防災関係協力機関：21機
関
安否確認タオル掲出訓練回数：２回　参加世帯 ：2,859 世帯

防災士取得者数 ： ８人

安否確認タオル掲出訓練回数：２回　参加世帯 ：2812世帯

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

○自主防災会（住民）で何をしていくのか（できるのか）を考えて
いくため定例会議（毎月）を実施予定であったが、R2年度はｺﾛﾅ
感染拡大防止のため、4回のみの実施となった。
　 自主防災会の活動や防災に関する情報等を掲載する「自主
防災会だより」を発行。（3回/年）
　 自主防災会ほか関係者の防災士資格取得に参加　（10人）

○3月開催予定の町総合防災訓練に向け、行政と共に検討・準
備していたが、R2年度はｺﾛﾅ感染拡大防止のため規模を縮小
し、自主防災会・地区会を中心に安否確認タオル掲出訓練のみ
実施。（2回/年）

〇一般公募ほか関係者の防災士資格取得を支援
　自主防災会の役員会を月に１回実施。会議にて、安否確認訓
練の実施要領や、「自主防災会だより」の記事内容について検
討
　自主防災会の活動や防災に関する情報等を掲載する「自主防
災会だより」を発行（3回/年）

〇3月に町総合防災訓練を開催予定であったが、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、規模を縮小し、自主防災会・地区
会を中心に午前9時より安否確認訓練を実施。その後、午前10
時と午後2時より、タブレット端末等を利用し、防災について学ぶ
リモート型防災アトラクションを実施。

〇一般公募ほか関係者の防災士資格取得を支援
　自主防災会の役員会を月に１回実施。会議にて、安否確認訓
練の実施要領や、「自主防災会だより」の記事内容について検
討
　自主防災会の活動や防災に関する情報等を掲載する「自主防
災会だより」を発行（3回/年）
  R5年2月5日（日）に堺市総合防災センターを視察見学。参加
者 22名

〇R5年3月に総合防災マップ及びマイタイムライン作成説明会
を実施。（5回/約100名）
〇R5年3月19日（日）に「田尻町地域防災計画」に基づき、総合
防災訓練を駅上広場にて開催。町、各防災関係機関・団体及び
地域住民が参加し、災害発生から災害復旧までの流れを通して
の実動訓練を実施。また、同時に会場内で防災関係機関の協
力により展示や体験ブースを設置し、啓発を行った。

〇一般公募ほか関係者の防災士資格取得を支援
〇田尻町自主防災会及び田尻町防犯連絡協議会を統一した田
尻町安全安心住民協議会を発足
　役員会を月に１回実施。会議にて、安否確認訓練の実施要領
や防犯活動の日程・内容、「安全安心だより」の記事内容につい
て検討
　田尻町安全安心住民協議会の活動や防災に関する情報等を
掲載する「田尻町安全安心だより」を発行（R５：３回発行）
  R5年12月10日（日）に和歌山市消防局 防災学習センターを視
察見学。参加者 25名

〇各種団体向けにマイ・タイムライン等、啓発を実施。（６回/約
90名）

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

住宅耐震診断：1件
住宅耐震改修：0件

住宅耐震診断：1件
住宅耐震改修：0件

〇住宅耐震診断：0件
　住宅耐震改修：0件

〇住宅耐震診断：０件
　住宅耐震改修：０件

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

〇住宅耐震診断：1件
　 住宅耐震改修：0件

〇住宅耐震診断：1件
　 住宅耐震改修：0件

住宅耐震診断：0件
住宅耐震改修：0件

住宅耐震診断：０件
住宅耐震改修：０件
令和６年度からの制度拡充に向けて検討を行った。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

（１）基本方向

・まちづくりに関わる各住民団体の力を高め、これらの連携の下、全ての人が支え合い、互いに包摂される親密な地域社会を形成することにより、日常的にやさしく、緊急時に強いまちづくりを進める。

・新たな地域づくり人材の発掘と育成をめざし、様々な分野における既存の地域活動への参画を促し、活動のすそ野を広げ、活性化を図る。

（２）具体的な施策及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）　

協働のまちづくりの推進

＊まちを楽しむひとづくり
＊地域を支える仕組みづ
くり
＊地域の身近な場所で集
える居場所づくり事業

地域活動への参加者割合
　　50％　⇒　75％
　
地域活動助成金助成件数
 　⇒　5年間で10件

たまり場の箇所数
　　3箇所　⇒　6箇所

総合的防災体制の確立

○自主防災組織の育成

○防災訓練等への参加
促進

防災士取得者数
　⇒　5年後　　 30人

防災訓練参加人数
　⇒　5年後　 3,500人

災害に強いまちづくりの促進
○住宅耐震診断・耐震改
修事業

住宅耐震診断・耐震改修件
数
　７件　⇒　10件　（5年間で）



施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

健康増進事業（参加者） ： 42人
健活チャレンジ事業（健康ポイント） ： 294人

健康増進事業（参加者） ： 28人
健活チャレンジ事業（健康ポイント） ： 528人

健康増進事業（参加者） ： 991人
健活チャレンジ事業（健康ポイント） ： 618人

健康増進事業（参加者） ： 2,954人
健活チャレンジ事業（健康ポイント） ： 803人

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

〇新型コロナウイルス感染症の影響で事業実施回数が少な
かった。
＊健康ポイント事業は、コロナやっつけポイントを実施した。

〇健康増進事業は、新型コロナウイルス感染症の影響で事業
実施が1回しかできなかった。
＊健康ポイント事業は、介護予防ポイント事業、健活チャレンジ
事業を統合し、新たな健康ポイント事業を実施。参加者は、増加
傾向である。
体力や年齢に応じた参加コースを設定。

〇健康増進事業は、物産展への出店、スマイル元気トライ教室
等の開催を行うことができ、目標を大きく上回ることができた。
＊健康ポイント事業は、介護予防ポイント事業と統合され、2年
目を迎えた。引き続き体力や年齢に応じた参加コースを設定。
医療機関への周知や広報特集記事などの啓発が増加の要因と
なったと考えられる。

〇健康増進事業は、町制70周年記念事業の開催などもあり、目
標を大きく上回ることができた。
＊健康ポイント事業は、介護予防ポイントとボランティアポイント
と統合し、たじりっちポイント事業として、事業を再編し拡大した
ことが増加の要因となったと考えられる。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

子どもの安全見まもり隊　隊員数 ：  33団体（個人ボランティア
含む）
パトロール活動実施回数 ： 1回/週

子どもの安全見まもり隊　隊員数 ：  32団体（個人ボランティア
含む）
パトロール活動実施回数 ： 1回/週

子どもの安全見まもり隊　隊員数 ：  32団体（個人ボランティア
含む）
パトロール活動実施回数 ： 1回/週、不審者情報等があればそ
の都度実施

子どもの安全見まもり隊　隊員数 ：  33団体（個人ボランティア
含む）
パトロール活動実施回数 ： １回/週、不審者情報等があればそ
の都度実施

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

〇小学校1年生の登下校時に、通学路等に立ち、横断歩道の横
断補助や登下校時の見まもり活動を実施。
　また、始業式及び終業式の日を「見まもりデー」とし、参加メン
バーで、登校時に通学路の巡回見まもり活動を実施。

○Ｈ23に設置したＳＤカード式の防犯カメラを1台無線式に更
新、新たに3台追加し、住民の安全確保の他、犯罪の抑止に資
した。（町設置台数合計41台）
・町内における犯罪認知件数（空港島内を除く）　45件/年

〇小学校1年生の登下校時に、通学路等に立ち、横断歩道の横
断補助や登下校時の見まもり活動を実施。

〇始業式、終業式の日に合わせて「ながら見まもり」を呼びかけ
る町内放送や、下校時間に合わせて子どもたちの声による「見
まもりアナウンス」を実施。また、定期的に広報誌にて「ながら見
まもり」を呼びかける。

〇安まちメール掲載件数　6件/年
安まちメールの情報は、公民館とふれ愛センターの地域安全セ
ンターに掲載し、注意を呼びかける。

〇小学校1年生の登下校時に、通学路等に立ち、横断歩道の横
断補助や登下校時の見まもり活動を実施。

〇始業式、終業式の日に合わせて「ながら見まもり」を呼びかけ
る町内放送や、下校時間に合わせて子どもたちの声による「見
まもりアナウンス」を実施。また、定期的に広報誌にて「ながら見
まもり」を呼びかける。

〇「ながら見守り隊」の発足。見守りグッズを着用し、ウォーキン
グや犬の散歩等、普段の生活から無理なく子どもや高齢者を見
守る活動。（R5.2～登録者数　約400人）

〇安まちメール掲載件数　３件/年
安まちメールの情報は、公民館とふれ愛センターの地域安全セ
ンターに掲載し、注意を呼びかける。

〇小学校１年生の登下校時に、通学路等に立ち、横断歩道の
横断補助や登下校時の見まもり活動を実施。

〇始業式、終業式の日に合わせて「ながら見守り」を呼びかける
町内放送や、下校時間に合わせて子どもたちの声による「見守
りアナウンス」を実施。
また、定期的に広報誌にて「ながら見守り」を呼びかける。

〇たじり安全安心見守り隊により、「ながら見守り」を実施。
見守りグッズを着用し、ウォーキングや犬の散歩等、普段の生
活から無理なく子どもや高齢者を見守る活動。（R5.2～登録者
数　約570人）

〇特殊詐欺対策機器貸与事業
町内に居住する65歳以上の者がいる世帯を対象に、高齢者の
特殊詐欺被害等の未然防止を図るため、特殊詐欺対策機器
（自動通話録音装置）の貸出を実施。1世帯につき1台（無料）
貸出台数25台

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

住民農園利用区画数 ： 0区画
多世代交流事業回数 ： 0回/年度

住民農園利用区画数 ： 0区画
多世代交流事業回数 ： 0回/年度

住民農園利用区画数 ： 0区画
多世代交流事業回数 ： 0回/年度

住民農園利用区画数 ： ０区画
多世代交流事業回数 ： ０回/年度

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

＊田尻町観光協会が実施を予定している住民農園事業につい
て、次年度以降に実施できるように連携し、支援している。
　 「三世代交流促進講座」は、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため事業を中止。

＊田尻町観光協会が実施を予定している住民農園事業につい
て、候補地を選定を終え、観光協会、土地所有者の同意を得
た。令和4年度中の農園開設に向け、契約事務、運営方法の検
討を進める。
 「三世代交流促進講座」は、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため事業を中止。

＊田尻町観光協会が実施を予定している住民農園事業につい
て、候補地を選定を終え、観光協会、土地所有者の同意を得
た。令和4年度中の農園開設に向け、中間管理権を設定するた
め、大阪府を通じて大阪府みどり公社と手続きの協議を進めた
が、大阪府みどり公社の都合で手続きを行う事が出来なくなっ
た。

＊田尻町観光協会が実施を予定していた住民農園事業につい
て、候補地を選定を終え、観光協会、土地所有者の同意を得
た。令和４年度中の農園開設に向け、中間管理権を設定するた
め、大阪府を通じて大阪府みどり公社と手続きの協議を進めた
が、大阪府みどり公社の都合で手続きを行う事が出来なくなっ
た。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
見直し

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

広域連携事務数 ： 66事務 広域連携事務数 ： 66事務 広域連携事務数 ： 67事務 広域連携事務数 ： 67事務

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

〇3市3町による広域連携勉強会において、埋蔵文化財、物品
共同調達等について、調査・研究を行った。

〇3市3町による広域連携勉強会において、埋蔵文化財、公平
委員会、物品共同調達等について、調査・研究を行った。埋蔵
文化財については、令和4年4月から広域連携事務委託を開始
する。(泉南市、阪南市及び田尻町における埋蔵文化財行政に
関する事務を泉佐野市に委託する協定書を締結した。)

〇3市3町による広域連携勉強会において、公平委員会、物品
共同調達等について、調査・研究を行った。公平委員会の広域
化については、メリットがデメリットを上回らないため、検討を終
了することとなった。
○泉南市と合同で「泉南・田尻成年後見総合センター（中核機
関）の開設に向けて協定書を締結した。
○貝塚市を中心とするLEDや施設の法定点検などの広域共同
化に対する会議に参加し、検討を行った。

〇3市3町による広域連携勉強会において、社会福祉法人の認
定事務等に係る広域化について、調査・研究を行った。
○泉南市と合同で泉南・田尻成年後見総合センター（中核機
関）を令和５年４月に開設した。
○貝塚市を中心とするLEDや施設の法定点検などの広域共同
化の検討を行っていたが、メリットがデメリットを上回らないた
め、参画しないこととなった。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検証
を行った。
継続

生涯にわたる元気づくり活動
の促進

○健康増進事業（スマイ
ル元気トライ活動）
＊健活チャレンジ事業（健
康ポイント）

健康増進事業（参加者）
　200人　⇒　300人
　
健活チャレンジ事業（健康ポ
イント）
　　 0人　⇒　500人

地域ぐるみの見まもり活動事
業

〇子どもの安全見まもり
活動
〇防犯活動
〇犯罪抑止事業

子どもの安全見まもり隊　隊
員数
　 29団体　⇒　34団体
　　　　　　（個人ボランティア
含む）

パトロール活動実施回数
　1回/週　⇒　2回/週

広域連携事務数
　　66事務　⇒　68事務

〇広域行政・広域連携の
強化

広域行政・広域連携の推進

＜新規＞
多世代交流・三世代で暮らす
まちづくり

＊多世代交流の場づくり
住民農園利用区画数
　0区画　⇒　40区画/1,000
㎡
多世代交流事業回数
　3回/年度　⇒　6回/年度



総合戦略進捗状況及び効果検証調書

基本目標 数値目標

【しごと】
4．地域の資源を活かして
にぎわいをつくり、活発な
交流活動を促進する

■交流人口
5年後に　　16　万人

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

合同面接会等開催回数 ： １回 合同面接会等開催回数：１回 合同面接会等開催回数：１回 合同面接会等開催回数：１回

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

〇近隣市町や各商工会等と連携し合同企業就職面接会を実
施し、地域での雇用促進に寄与した。
 　新型コロナウイルス感染症の影響で開催できる講座が限ら
れるなか、フォークリフト運転技能講習を開催し２名が受講し
た。

〇近隣市町や各商工会等と連携し合同企業就職面接会を実
施し、地域での雇用促進に寄与した。
 　新型コロナウイルス感染症の影響で開催できる講座が限ら
れるなか、フォークリフト運転技能講習を開催し１名、パソコン
基礎講座等を３名が受講した。

〇近隣市町や各商工会等と連携し合同企業就職面接会を実
施し、地域での雇用促進に寄与した。
 　新型コロナウイルス感染症の影響で開催できる講座が限ら
れるなか、フォークリフト運転技能講習を開催し１名が受講し
た。

〇近隣市町や各商工会等と連携し合同企業就職面接会を実
施し、地域での雇用促進に寄与した。その他、ハローワークが
実施する就職面接会等の後援を行い、周知等を行い就労支
援に寄与した。
 また、就労支援講座について、パソコン講座1名、フォークリフ
ト運転技能講習を開催し２名が受講した。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果
検証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

交流人口 ： 13万人
プロモーション実施回数 ： 2回

交流人口：13万人
プロモーション実施回数：2回

交流人口：16万人
プロモーション実施回数：4回

交流人口：16万人
プロモーション実施回数：４回

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

〇観光協会が設立され、事業を予定していたが、新型コロナ
ウイルス感染症感染防止のため、実施できなかった。
〇日曜朝市や農業祭との連携を強化した。
〇ふるさと納税返礼品とするなど吉見早生のたまねぎの知名
度向上に努めた。
〇ＫＩＸ泉州ツーリズムビューローと連携し、デジタルパンフレッ
トを作成しJapan Cycle Routeの魅力を発信した。
　 観光協会と連携し、観光プロモーション推進強化を図る。

〇田尻漁港内に観光協会が観光案内所を開設し、町内の観
光資源や店舗のPRを行った。
〇日曜朝市や農業祭との連携を強化した。
〇ふるさと納税返礼品とするなど吉見早生のたまねぎの知名
度向上に努めた。
〇KIX泉州ツーリズムビューロー、観光協会、漁組等と連携
し、町内の海産物等の魅力発信を行った。

〇田尻漁港内に観光協会が開設している観光案内所におい
て、町内の観光資源や店舗のPRを行った。
〇観光協会と農業関係者等と連携し、「泉州黄たまねぎ祭」や
「日曜昼市」を開催し、特産品及び町内店舗等のPRを行った。
〇ふるさと納税返礼品とするなど吉見早生のたまねぎの知名
度向上に努めた。
〇観光協会を中心に漁組、町内店舗の他、KIX泉州ツーリズ
ムビューローや近隣市町等と連携し、「大阪泉州の牡蠣」の魅
力発信するためイベント等を行った。

〇田尻漁港内に観光協会が開設している観光案内所におい
て、町内の観光資源や店舗のPRを行った。
〇観光協会と農業・漁業・商工関係者等と連携し、「泉州黄た
まねぎ祭」や「土曜昼市」を開催し、特産品及び町内店舗等の
PRを行った。
〇ふるさと納税返礼品とするなど吉見早生のたまねぎの知名
度向上に努めた。
〇観光協会を中心に漁組、町内店舗の他、KIX泉州ツーリズ
ムビューローや近隣市町等と連携し、「大阪泉州の牡蠣」や
「大阪・関西万博」の魅力発信・機運醸成するためイベント等
を行った。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果
検証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

団体数 ： 0団体 団体数：０団体 団体数：０団体 団体数：０団体

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

〇吉見早生の大量生産に向けて種子の採取事業は継続。
　 販路拡大・ブランド化を確かなものにするため、「たじりたま
ねぎ発祥の地協議会」発足し、ふるさと納税の返礼品とする運
用を開始。限定30箱（3㎏）は完売。知名度の向上を図った。
 　観光協会と連携し、事業実施に向けて検討を行う。

〇吉見早生の大量生産に向けて種子の採取事業は継続。
　販路拡大の取組として、ブランド野菜を取り扱っている大阪
市内の小売店でも販売を行った。
　 ブランド化の取組として、ふるさと納税の返礼品にプレミア
ム返礼品「特大田尻たまねぎ」を追加した。また、大阪調理製
菓専門学校と連携し「おつまみのタレ」の開発に着手し、Ｒ
4.5.15に開催予定の泉州黄たまねぎ祭での販売を目指し準備
中。

〇吉見早生の大量生産に向けて種子の採取事業は継続。
　 ブランド化の取組として、ふるさと納税の返礼品として、泉州
黄たまねぎ「吉見早生」の継続実施。また、大阪調理製菓専門
学校と連携して開発した「おつまみのタレ」や地元企業の協力
のもと、「吉見早生」のピクルスを製造販売した。今年度に引き
続き、Ｒ5.5.14に開催の泉州黄たまねぎ祭でも販売するため追
加で製造。

〇吉見早生の大量生産に向けて種子の採取事業は継続。
　 ブランド化の取組として、ふるさと納税の返礼品として、泉州
黄たまねぎ「吉見早生」の継続実施。また、大阪調理製菓専門
学校と連携して開発した「おつまみのタレ」を製造販売した。今
年度に引き続き、Ｒ6.5.19に開催の泉州黄たまねぎ祭でも販売
するため追加で製造。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果
検証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

施策 事業 ＫＰＩ（Ｒ2⇒Ｒ6） Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況 ＫＰＩ達成状況

にぎわいの創出を目的としたイベント開催数 ：　0回／年度 にぎわいの創出を目的としたイベント開催数 ：　0回／年度 にぎわいの創出を目的としたイベント開催数 ：　3回／年度 にぎわいの創出を目的としたイベント開催数 ：　３回／年度

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

具体的な取組
進捗状況

〇にぎわい創出イベント
・にぎわい創出イベントを観光協会等と連携して実施する予定
であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止として実施で
きなかった。次年度以降実施に向けて連携する。

〇にぎわい創出イベント
・にぎわい創出イベントを観光協会等と連携して実施する予定
であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止として令和4
年5月に延期し実施する予定。

○にぎわい創出イベント
・日曜昼市や牡蠣フェスの他、観光協会や漁協とともに民間事
業者と連携し、サンセットライブやうまいもん祭が開催された。

○にぎわい創出イベント
観光協会や漁協とともに民間事業者と連携し、サンセットライ
ブ（２回）やうまいもん祭が開催された。

効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証 効果・検証

令和3年6月に書面審議を実施し、事業の進捗状況及び効果
検証を行った。
継続

令和4年6月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和5年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

令和6年7月に審議会を開催し、事業の進捗状況及び効果検
証を行った。
継続

（１）基本方向

・歩いて巡ることのできる町の特性を活かし、多様な人が集まり、交流する、町の核となるにぎわい交流ゾーンを活用し、まちなかにあるさまざまな地域資源を結び合わせて、産業の活力とにぎわいを創造する。	

（２）具体的な施策及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）　

商工業の振興と雇用・就業 ○地域就労支援事業
合同面接会等開催回数
　0回　⇒　2回

＜新規＞
にぎわい交流ゾーンを活
用したまちの活性化

＊にぎわい交流ゾー
ンを活用したまちの活
性化

にぎわいの創出を目的と
したイベント開催数
　⇒　4回／年度

農漁業と観光・交流の推進

○観光振興体制の充
実（観光協会との連
携）
○農漁業の連携
○農漁業の推進
○地元特産品づくりの
推進
○観光プロモーション
の推進

交流人口
　13万人　⇒　16万人

プロモーション
　2回　⇒　4回

コミュニティビジネスの促進
○コミュニティビジネス
の促進（観光協会との
連携）

団体数
　0団体　⇒　1団体


